
八
年
度
か
ら
一
九
九
三
年
度
ま

設
に
伴
う
緊
急
調
査
が
一
九
八

こ
こ
に
紹
介
す
る
墨
書
折
敷
は
第
二
八
次
調
査
で
出
土
し
た
。
墨
書
折
敷
は

四
点
、
そ
の
表
裏
八
面
中
七
面
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
底
板
だ

け
が
残
っ
て
い
る
が
、
残
存
す
る
小
孔
か
ら
樺
皮
紐
で
綴
合
わ
せ
た
側
板
を
伴

国
道
四
号
線
平
泉
バ
イ
パ
ス
建

現
在
、

泉
館
に
相
当
し
、
政
庁
と
し
て

機
能
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ

れ
る
遺
跡
で
あ
る
。

一
関
遊
水
地
・
一
般

品
・
金
属
製
品
・
石
製
品
・
土
製
品
・
骨
角
製
品
・
カ
ラ
ス
・
動
植
物
遣
体
な

ど
が
あ
る
。
種
類
・
数
量
と
も
豊
富
で
あ
る
と
同
時
に
質
の
高
い
内
容
を
も
つ

も
の
で
、
柳
之
御
所
跡
の
研
究
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
行
な
わ
れ
る
こ
と
を

可
能
に
し
て
い
る
。

に、

『
吾
妻
鏡
』

に
現
れ
る
平

わ
た
っ
て
陸
奥
や
出
羽
を
支
配
し
た
平
泉
藤
原
氏
の
初
代
清
衡
、
二
代
基
衡
の

居
館
跡
と
伝
え
ら
れ
る
と
同
時

柳
之
御
所
跡
は
、

―
一
世
紀
末
か
ら
―
二
世
紀
末
ま
で
の
ほ
ぼ
一

0
0年
に

7
 
遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

―
二
世
紀
後
半

遺
跡
及
び
木
簡
出
士
遺
構
の
概
要

6
 
5
 

居
館
跡

4
 
調
査
担
当
者

三
浦
謙
一

一
九
九

0
年
（
平
2
)

四
月
！
―
一
月

遺
跡
は
北
上
川
西
岸
の
低
位
河
岸
段
丘
の
縁
辺
部
に
立
地
す
る
。
南
半
は
、

標
高
ニ
ニ

m
の
低
い
面
に
外
郭
に
な
る
堀
を
め
ぐ
ら
し
、
よ
り
高
い
標
高
二
五

ー
ニ
七

m
の
面
を
居
住
域
に
す
る
。
堀
に
囲
ま
れ
た
範
囲
の
面
積
は
六
・
一
万

面
で
あ
る
。
居
住
域
の
主
な
遺
構
は
掘
立
柱
建
物
•
井
戸
・
土
坑
・
溝
な
ど
で

あ
り
、
と
く
に
、
第
二
八
次
調
査
で
は
、
園
池
お
よ
び
そ
れ
と
一
体
に
な
る
中

心
建
物
群
が
、
塀
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
範
囲
に
検
出
さ
れ
、
遺
跡

の
中
枢
部
と
し
て
の
「
場
」
の
使
わ
れ
方
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

出
土
遺
物
は
、
概
算
で
九
ト
ン
ほ
ど
の
皿
形
あ
る
い
は
杯
形
の
「
か
わ
ら
け
」

が
主
体
を
し
め
る
ほ
か
、
中
国
陶
磁
器
・
国
産
陶
器
・
瓦
・
木
製
品
・
繊
維
製

3

発

掘

機

関

帥

岩

手

県

文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

2

調
査
期
間

岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
字
柳
之
御
所

第
二
八
次
調
査

併
行
し
て
調
査
し
て
い
る
。

1

所
在
地

な
お
、

一
九
八
九
年
か
ら
は
、
平
泉
町
教
育
委
員
会
が
同
じ
調
査
区
の
北
部
を

査、

一
九
九

0
年
度
の
第
二
八
次
調
査
で
約
一
・
八
万
面
を
調
査
し
て
い
る
。

岩

手

・

柳

之

御

所

跡

こ
な
り
、

'
,’
 
で
の
予
定
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
残
存
す
る
一

0
万
面
の
う
ち
四
万
面
が
対
象

一
九
八
八
年
度
の
第
ニ
―
次
調
壺
、

一
九
八
九
年
度
の
第
二
三
次
調
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部
下
位

一
・
三

m
か
ら
多
量
に
出
土
し
は
じ
め
、
下
位
ニ

・
ニ
m
付
近
ま
で
多

ニ
八
S
E

二
は
、
開
口
部
が
一

•

六
x
-
．

九
m
の
不
整
方
形
で
、
深
さ
が

四
m
で
あ
る
。
開
口
部
よ
り
一

・
六
m
下
の
と
こ
ろ
で

0
・
九

x
-
．
-
m
の

隅
丸
長
方
形
に
な
り
、
底
部
に
逹
す
る
。
埋
土
は
、
上
部
が
浅
黄
色
や
灰
黄
褐

色
の
シ
ル
ト
や
粘
土
で
、
大
量
の
か
わ
ら
け
片
や
礫
を
含
む
人
為
的
な
堆
積
物

の
層
相
を
示
し
、
そ
の
下
位
が
灰
色
［
オ
リ
ー
ブ
黒
色
の
粘
土
で
あ
る
。
か
わ

こ。t
 
い
。
①
と
③
は
ほ
ぼ
同
レ
ベ
ル
、
②
は
こ
れ
よ
り
も
四
五
Cm

下
位
か
ら
出
士
し

比
較
的
近
い
も
の
で
あ
る
。

縫
尺
と
考
え
た
。

墨
書
折
敷
と
井
戸
は
、
下
限
を
一
―
八
九
年
と
す
る
―
二
世
紀
後
半
に
属
す

る
こ
と
が
、
土
器
な
ど
か
ら
推
定
で
き
る
。
な
お
、
①
③
④
の
樹
種
は
杉
で
あ

り
、
光
谷
拓
実
氏
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
）
に
よ
る
年
輪
年
代
測
定
で
は
、
①

が

一―

三
八
年
、
③
が
一
―
五
八
年
、
④
が
―
―
四

一
年
と
い
う
結
果
が
得
ら

れ
た
。
と
く
に
、
切
と
④
は
辺
材
部
を
残
す
試
料
で
あ
り
、
原
木
の
伐
採
年
に

の
遺
物
が
出
土
す
る
が
、

こ、
9
.’
 

と
く

か
わ
ら
け
の
完
形
品
や
木
製
品
が
開
ロ

そ
の
下
位
が
灰
色
ー
オ
リ
ー
ブ
黒
色
の
粘
土
で
あ
る
。

多
く

側
五
寸
ず
つ
計
一
尺
の
目
盛
り
を
刻
ん
で
い
る
。

基
の
井
戸
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
井
戸
は
す
べ
て
素
掘
り
の
状
態
で
検
出
さ
れ
、

ニ
八
S

E
一
六
は
、
開
口
部
が
一

・
五

x
-
．
六
m
の
不
整
方
形
で
、
深
さ

が
一―-•
三
m
で
あ
る
。
開
口
部
よ
り
一

m
下
の
と
こ
ろ
で
一

・

ニ
x
-
•

四
m

の
方
形
に
な
り
、
底
部
に
達
す
る
。
埋
土
は
、
上
部
が
黄
褐
色
シ
ル
ト
や
粘
土

・

褐
灰
色
土
で
、
か
わ
ら
け
片
や
大
小
の
礫
を
多
量
に
含
む
人
為
的
な
堆
積
物
の

層
相
を
示
し
、

物
差
は
全
長
三
七

・
九
c
m
の
完
形
品
で
あ
る
。
中
心
を
示
す
刻
み
を
挟
み
、
片

一
寸
平
均
は
約
三

・
七
三
五

c
m
と
な
っ
て
い
る
。
数
値
は
鯨
尺
に
近
い
も
の
で
、
上
述
の
共
伴
遺
物
や
第
二

三
次
調
査
で
出
土
し
た

一
寸
平
均
が
ニ
・
九
三
九
Cm

の
物
差
の
存
在
か
ら
、
裁

の
完
形
品
、

そ
の
他
の
遺
物
と
し
て
は
、
二
八
S

E
一
六
か
ら
か
わ
ら
け
の
完
形
品
、
糸

巻
の
横
木
一

0
点
と
セ
ッ
ト
ニ
組
四
本
、
糸
巻
の
枠
木
―
―
一本
・
物
差

一
点
、
小

刀
あ
る
い
は
刀
子
の
鞘
一
一一
点
、
刷
毛
の
柄
一
点
、
二
八
S

E
二
か
ら
か
わ
ら
け

笹
塔
婆
（
墨
書
な
し
）

一
点
が
出
土
し
た
。

そ
れ
ら
の
な
か
で
、

井
桁
や
井
戸
側
は
遺
物
と
し
て
も
出
土
し
て
い
な
い
。

―
-s
G
一
か
ら
将
棋
の
開
一
点
（
り
）
が
出
土
し
た
。

た
状
態
で
出
土
し
、
接
合
復
原
し
た
も
の
の
、

一
辺
を
欠
い
て
い
る
。

出
土
地
点
は
、
い

i
③
が
井
戸
二
八
S

E
一
六
、
い
が
同
二
八
S

E
二
で
あ

る。

二
基
の
井
戸
は
遺
跡
の
中
枢
部
と
推
定
さ
れ
る
区
域
の
中
心
建
物
群
と
重

な
る
よ
う
な
位
置
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
に
存
在
し
、
付
近
に
は
、
さ
ら
に
―
二

墨
粛
折
敷
の
他
、
二
八
S

E
一
六
か
ら
呪
符
木
簡
二
点
（
⑮
⑱
）
、
園
池
跡
二

い
た
墨
画
（
後
掲
）
も
同
じ
層
位
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

い
③
は
完
形
、
③
は
ほ
ぼ
完
形
、
④
は
割
れ

ら
け
の
完
形
品
や
木
製
品
が
多
量
に
出
士
す
る
が
、
主
に
、
開
口
部
下
位
ニ

・

二
m
か
ら
ニ

・
九
m
の
層
位
に
多
く
、
④
は
、
ニ
・
ニ
ー
ニ

・
六
m
の
間
に
破

片
と
し
て
分
布
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
寝
殿
造
の
建
物
を
折
敷
に
描
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8
 (1) 

a 

石
埼
次
郎
殿

赤
根
染
綾
一

水
干
袴

カ
リ
キ
ヌ
ハ
カ
マ

海
道
四
郎
殿
赤
根
染
綾
一

瀕
川
次
郎

赤
根
染
綾
一

橘
口

赤
根
染
ゥ
ヘ
一

シ
タ
キ
ハ
大

□

口

A
、
A
、
A
A
、
A
、
A
、
A
、

カ
リ
キ
ヌ
ハ
カ
マ

L... 

(7) (6) 

「と

L_  

・
「
歩
兵
」

・
「
辱

急
ミ
如
律
令

「
天
匹
（
符
録
）
急
ミ
如
律
令
惣
鬼
鬼
」

「撃

惣

鬼

鬼

L— 

L 

橘
藤
口

カ
サ
ネ
タ
リ

赤

根

染

白

カ

リ

キ

ヌ

〔
力
〕

□

サ
ネ
タ
リ

赤

根

染

白

ァ

ヲ

ハ

カ

マ

(5) 

・
「
天
箆
（
符
篠
）

下
四
尺
八
寸
五
丈
三
切

（
判
読
不
能
）

（
判
読
不
能
）

（
判
読
不
能
）

四
尺
八
寸
九
疋

急
ミ
如
律
令
」

④
a

b

 

〔
太
ヵ
〕

四
郎
口
郎
殿

(3) 

綾

カ

サ

ネ

タ

リ

小

次

郎

殿

赤

根

染

白

カ

リ

キ

ヌ

ハ

カ

マ

③
a

b

 

カ
サ
ネ
タ
リ

信
寿
太
郎
殿
赤
根
染
青

□

口

四
尺
一
疋

六
丈
一
切
四
尺
二
疋

2
9
0
 x
 1
8
5
 x
 6
 

0
6
1
 *
 

2
9
4
 x
 2
2
6
 x
 5
 

0
6
1
 

3
1
0
 x
(
2
0
1
)
 X
 5
 

0
6
1
 

1
7
6
 x
 1
7
 x
 4
 

0
5
1
 

1
8
3
 x
 1
9
 x

3

0

 
5
1
 

2
9
 X
 2
2
 X
 4
 

0
6
1
 

」

2
2
6
 x
 3
0
1
 X
 5
 

0
6
1
 *
 

石
川
太
郎
殿

ヒ
ト
エ
一

A
、
A
、
A
、
A
、

〔
綾
ヵ
〕

大
夫
四
郎
殿
紺
大
目
口

>
‘
>
‘
A
、
A
、
A
、
A
、
A
、
A
、
>
‘

紺
大
目
綾

五
尺
一
疋 ロロ

中

十

疋

四
尺

石
川
―
―
一
郎
殿

大
夫
小
大
夫
殿
紺
大
目
綾

[染〕

赤
根

□

カ
サ
ネ

四
尺

已
上
四
十
六
疋
入
物
一
合

木
簡
の
釈
文

・
内
容

「
人
々
給
絹
日
記

一
ヒ
ト
エ

ロロ

①
b

「

『

六

疋

中

上

十

五

疋

五
尺
十
四
疋

『+』

四
尺
七
寸
十
疋
六
疋

四
尺
八
寸
十
疋

十
五
疋
』

四
尺
八
寸
十
六
疋
四
尺
三
寸
六
疋
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埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
紀
要
』

Xl

化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
紀
要
』

Xl

墨
書
折
敷
は
、
①

a
と
切
b
の
二
面
が
解
読
で
き
て
い
る
。
②
b
は
見
解
が

分
か
れ
、
成
案
を
得
て
い
な
い
し
、
④

a
は
数
語
の
単
語
が
判
読
で
き
る
に
す

ぎ
な
い
。
他
の
面
は
、
現
段
階
で
は
、
判
読
不
能
で
あ
る
。
右
に
掲
げ
た
釈
文

は
、
入
間
田
宜
夫
氏
（
東
北
大
学
）
に
よ
る
。

（
帥
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団

①
は
表
題
が
示
す
よ
う
に
、
織
物
を
給
付
す
る
た
め
に
書
き
と
め
た
記
録
と

す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
①
a

に
は
、

人
名
と
染
め
色
、
狩
衣
•
水
干
．
抱
・

袴
と
い
う
衣
装
名
、
①
b
に
は
、
絹
の
品
質
と
寸
法

・
数
量
が
表
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
内
容
と
共
伴
遺
物
で
あ
る
糸
巻
や
裁
縫
尺
は
、
周
辺
の
井
戸
や
園
池

か
ら
出
土
し
た
遺
物
（
熔
解
し
た
金
が
付
着
し
た
礫
や
金
が
内
面
に
付
着
し
た
こ
ね
鉢

•

原
石
を
含
む
琥
珀

・

自
然
銅
・

フ
イ
ゴ
の
羽
ロ

・

鋼
滓
）
と
同
等
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

塀
内
部
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
生
産
活
動
の
一
端
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
残
る
三
点
五
面
の
解
読
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
解
読
が
進
展

す
れ
ば
、
折
敷
に
墨
書
す
る
行
為
で
も
、
い
の
例
と
は
別
な
側
面
が
浮
か
び
上

帥
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『
岩
手
県
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
略
報
（
平
成
2
年
度
分
）
』
（

一
九
九
一
年
）

入
間
田
宣
夫
「
平
泉
柳
之
御
所
跡
出
土
の
折
敷
墨
書
を
読
む
」
（
闘
岩
手
県
文

三
浦
謙
一

「
柳
之
御
所
跡
出
土
の
墨
書
折
敷
」

一
九
九
一
年
）

9

関
係
文
献

が
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

一
九
九
一
年
）

（
三
浦
謙
一
）

寝 殿 造 絵
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